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[研究] 

サヴァティカルを利用して、フランスのパリ第1大学で長期在外研究を行った。同時に日本学術振興会科学研究費補助金の基盤研

究（C）「ジェンダー平等的刑法改正に関する研究（平成26～28年度）」の実施３年目に当たり、フランスで調査も行った。パリ大学を拠

点としつつ、5月にはポー大学シンポジウム、6月には国際刑法学会幹部会議に出席した。9月にはポワティエ大学刑事学研究所を訪

問し、12月にはアンジェ大学客員教授としてフランス語講演等も行った。滞在中、法学セミナーと『井田良教授退職論文集』に論文を

寄稿した。 

[教育] 

サヴァティカルかつ長期在外研究中であったため、日本での教育活動には従事していない。12月にフランスのアンジェ大学で、法

学部生向けの講演、スタッフ向けのセミナーを行った。 

[管理運営］

サヴァティカルかつ長期在外研究中であったため、日本での管理運営活動には従事していない。 

[社会貢献］ 

サヴァティカルかつ長期在外研究中であったため、日本で数年継続している役職は1年間の代理委員をお願いした。ジェンダー法

学会理事、日本学術会議連携委員（法学）は継続した。 
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